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切込西山磁器工房址の発掘調査

宮城県加美郡宮崎町切込には,江戸時代に多くの磁器を産出した窯址が 5基のこされている。樹木の生い茂っ

た山裾に並ぶこれらの窯址は,西山,中 山,東山と呼ばれてきた。昭和50年 4月 ,西山窯址に接する平担部が ,

開田のために破壊されるというので,宮城県教育委員会からの委嘱によって,東北大学文学部考古学研究室が調

査をおこなった。発掘は 4月 17日 から同月24日 までの 8日 間にわたって実施されたが,そのさいに図らずも磁器

製作工房址を確認することができた。

工房 t■Lは ,西山窯址の南端部から西に約15メ ー トル離れた地′点において発見され, 4間 × 3間の建物であった

と推定された。第28図版の実測図が示すように,工房の長軸は南東から北西方向にあり,北西側には 2間× 2間

のほぼ方形に敷物の圧痕がみとめられ,東南側の家屋の外側には,ほぼ円形の焼土が検出された。ロクロ用具の

出土は南西に面した側にかたまっており,軸受や指貫の出土数からみて, 3基 もしくは 4基のロクロが南西の

窓に面して据えられていたと考えられる。これに反して素焼型の多くは工房の南東部周辺の溝から出土している

ので,型おこし作業は東南部の土間でおこなわれたようである。北西部の敷物を敷いた部分でどういう仕事がお

こなわれたかは不明だが,絵付がここでなされたと考えてよいかもしれない。また,東南の工房外側にみとめら

れた焼土は,鉄砲窯の ような素焼窯の址とみるのがもっとも妥当であろう。なお,家屋内には炉址が認められな

いので,冬期の作業はここでは行われなかったのかもしれない。床面に接 して「西山用」銘の軸受が出土してい

るので,こ こは西山窯付属の工房であったことが明らかであるし, また水滴型にみられる「山下」銘によつて,

丹波熊野郡生れの瀬戸山棟梁山下吉蔵がこの型の持主であったとみることができる。発見された資料からは「山

下 (吉蔵 )」 「長谷川和吉」「大衡良治」「鈴木音次郎」「新一」など,す くなくともこの工房に関係 した 5人の

名前が明らかになっている。ロクロをまわした人間が 3～ 4名 ,そ して絵付や型おこしその他の仕事をする人間

が 3～ 4名 とすれば,常時 6～ 8名 の職人が工房内で働いていたことになろう。

棟梁の山下吉蔵は寛政11(1799)年に生れ,元治 2(1864)年 9月 11日 に66オで没したことが墓碑銘によつて明ら

かなので,こ の工房で吉蔵が磁器を作っていたのはおそらくその後半生――天保から元治までということになる。

工房の年代は, したがって19世紀の中頃とみてよいだろう。

西山工房址から出土した資料は, ロクロ用具,窯道具,磁器,素焼,それに僅少の陶器破片であり,陶器はほ

とんど作られていなかったらしい。ロクロ用具には軸受 (ツ キアテ),削 台(仕上台),指貫 (ユ ビサシ)な どがあり,

窯道具 としてはさまざまの焼台 (桔梗台,ツ ク棒その他)がある。匝鉢はこれまでもまったく発見されていない

ので,切込では天秤積の窯詰めをおこなっていたと見られる。磁器には第 1表に掲げたように多くの器種があり,

珍 しいものとしては三彩の破片がある。砲弾 (土丸),ボ タン,髪だらい…油壷,水滴なども作られていたが,大

多数を占めるのは飯茶碗 と皿一一 とくに茶漬茶碗と玉縁皿であった。

磁器の製作工程 としては,成形にはロクロ,型おこし,粘土紐の巻上,そ して手づ くねの 4方法が用いられて

いた。型おこしの場合には, まずロクロで成形した上で型に入れる場合もあり,巻上の場合にもロクロの上での

巻上 もあるので,こ れらは併用されていたと考えた方がよいだろう。型おこしで成形された器種 としては,隅切

小皿,長皿,丸皿,輪花丸皿などが多く,土瓶の回や水滴は数がす くない。釉薬としては白地に呉須で文様を画

いたものが大部分であり,そ の他には瑠璃 と鉄釉とが用いられている。飛鉤の手法はしばしば用いられており,

これはほぼ同時代の宮城県上ノロ窯 (陶器 )や同県荻ノ坂窯 (磁器 )で も多用されている。

発掘資料中には,明 らかに他の窯の成品と思われる破片があり,ひ とつは前記上 ノロ窯の陶器破片,他のひと
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つは山形県上ノ畑窯の磁器破片である。上ノロ窯は切込の東北方約14キ ロメー トルにあり,面白いことに上ノロ

窯llL付近からは切込製磁器の破片が発見されている。切込窯と上ノロ窯とは当時密接な関連をもっていたのであ

ろう。上ノ畑窯は切込の西南方約17キ ロメー トルにあり,天保 2年に開窯されたという記録があるので,上 ノ畑

の成品が切込に持ちこまれていたとしても不思議ではない。また,西山工房址からは有田写しともいうべき資料

が出土しているが,搬入された「下り物」としての有田製品があるかどうかは明言できない。山形市の平清水窯

は,江戸時代の末期から明治後半期にかけて,磁器の生産地として著名となったが,は じめは磁器の製作に成功

しなかった。弘化 4(1847)年平清水に隣接する岩波の伊藤藤十郎は,切込で磁器を焼いていた肥前の陶工伊助を

招き,磁器窯を新たに造 りようや く成功した, と伝えられている(真壁豊威編 1973)。 切込の隅切小 _Ⅲ.や玉縁ll

とほとんど違わぬ破片が岩波窯址から出土している事実は, この間の事情を物語るものであろう。 しかし皮肉な

ことには,切込窯は江戸時代の終末とほぼ同時に煙を絶ったが,逆に平清水窯は明治に入ってから隆盛の一途を

辿ることになった。

宮城県下の諸遺跡の考古学的調査のさい,表土の中から切込焼の破片が発見されることがある。これまでの出

土地を見ると,そ れらはすべて切込窯の東方から東北方にかけての地域に限られている。 また,博世謂lと しての

切込焼もやはり古川から岩手県南部の一 ノ関周辺にかけて発見されることが多い。切込窯の製品はおそらく古川

か ら一 ノ関方面に販路をもっていたのであろう。 しかし伊達文書 九巻安政 4年春地方御郡 日記のなかに「16日

(3月 )門沢より雪を踏み山を越て切込の瀬戸山に行 く。……瀬戸山嘗て三百余人住込たるが,今は怠れて職人の

み少し居る由。……太自の石少にて御用器の外焼ず。余は皆雑瀬戸也。……」と記してあるように,良質の磁器

を作るための石が少ないので,御用器のほかは焼かなかつたという。仙台藩に献納するための良質の磁器という

のは,お そらく第24図 版に掲げた有田写しの精製品であろう。これらの多くは高台の内側に「太明成化年製」と

いうような字が書きこまれており,有田製品と比較してもまったく見分けのつかないものである。 しかし, これ

ら有田写しの精製品が西山窯で焼かれていたことは間違いない。焼き損 じや焼成中に接着 した破片がみられるか

らである。最近おこなわれた仙台城のニノ丸跡の調査のさい,磁器としては有田製品と思われるもの以タトは出土

しなかったが,そ れらの中に切込の「御用器」が混っていたとしても,現在の私たちにはとうてい判別不可能で

ある。したがって,「雑瀬戸」としての一般民需要の切込焼こそが, この図録の大部分を占めるものであり,東

北地方で生れた磁器としての地方色をつよくあらわしていると言うことができよう。

発掘調査への参加者は次の通 りであった。

阿部朝衛,藤原妃敏,後藤秀一,剣持みどり,永井美行,岡村道雄,大竹成夫,芹沢長介,渋谷孝雄,清水芳

裕,辻秀人,渡辺伸行,柳 田俊雄,吉岡恭平 (以上東北大学考古学研究室 )。

藤沼邦彦,加藤道男,加藤貞子,丹羽茂,斉藤芳弘,佐々木茂槙, 自鳥良一っ高橋守克,田 中則和 (以上宮城

県教育委員会 )。

発掘終了後の資料整理には,阿部朝衛,藤原妃敏,永井美行,渋谷孝雄,清水芳裕,柳田俊雄があたり,実測

図および整図の作製を渋谷孝雄,初 ,田俊雄 ,藤原妃敏の 3名 が, また写真の撮影およびその後の処理は芹沢長介

がそれぞれ担当した。

西山工房址の発掘調査について,快 く御許可下さった地主の檜野静氏御一家にたいして,ま ず感謝申しあげた

い。また,こ の調査が実現するに至ったのは,ひ とえに宮城県教育委員会当局および直接に折衝の任に当って努

力された佐々木茂禎氏のおかげであった。また,宮崎町教育委員会からも御配慮を賜った。調査担当者から深甚



の謝意を表するものである。また,工房址の構造や,出土資料の細部にわたって有益な御教示を賜った平清水の

青竜窯・丹羽良知氏および斉藤勇太郎氏に厚 く御1礼申しあげたい。

最後に,切込西山磁器工房址の図録を発表するにあたって,かつて切込瀬戸山棟梁として,西山工房において

縦横に腕をメ、るった陶工「山下吉蔵」に,私たちはこの一巻を棒げたいと思う。
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夕J 口

○ ここに集録した資料は,昭和50年 4月 17日 から同月24日 までの 8日 間に

西山工房址およびその付近から発掘されたものであり,すでて東北大学文

学部考古学研究室に保管されている。

○ 発掘された資料は,磁器と素焼の破片を主体とし, これに素焼型, ロク
ロ道具,窯道具および僅少の陶器破片を」、くんでいる。

○ 遺物の写真には実物大,%,2/3の 3種類があり,実測図の縮尺はすべて
2/3に統一されている。

○ 遺物の出土地点については,付表の出土区と各図版の発掘区とを対照し
て戴きたい。

○ 窯道具については, トチン, キキョウ台,ハマ, ツク棒などの呼称を避
けて,すべて焼台として表現した。
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第 1図肋 切込凸 IL工 房址 およびその付近 よ り出土 した三彩磁器破片



第 2図版 切込窯址の遠景と西山工房址

西山工房址 西山窯址 中山窯址

西山工房址の発掘

2



第 3図版 切込西山工房址

工房址の全景

敷物様の圧痕のみえる工房床面

3



第 4図版 工房周辺の溝からの遺物出土状況

素焼型と磁器破片の出土

素焼型と磁器破片の出土

4



第 5図版 工房床面の礎石

窯道具を利用した礎石

5



第 6図版 工房址より出土したロクロ用具

l 白磁指貫, 2.松茸お多福文指貫, 3.瑠璃指貫, 4鉄 釉指貫, 5.「此主大衡良治」銘の白磁軸受 ,
6・ 7 白磁軸受, 8「長谷川持用 九月二八 日J銘の削台 (仕上台 )

6

SCALE l:1



第 7図版 工房址より出土した「西山用」の軸受

SCALE l:1

7



第 8図版 工房址およびその周辺より出土した素焼型

8

1 胡蝶文手塩皿の男型, 2.手塩皿の女型, 3..ζ、くら雀文手塩皿の男型, 4 紅皿の男型



第 9図版 工房址およびその周辺より出土した水滴の素焼型と水滴破片

|.「山下」(吉蔵)銘のある唐獅子文水滴の素焼型,2.唐獅子文水滴の素焼型

3.唐獅子文水滴の半成品破片,4.瓢箪形水滴の破片

9

SCALE l:1



第!0図版 工房址および周辺の溝より出土した素焼型各種

10

|.小型丸皿の型,2.輪花皿の型,3.土瓶の日の型,4.5.器種不明の型



第11図版 工房址および周辺の溝より出土した素焼型各種と焼台

1 長皿の男型,2-4 焼台の型,5 丸皿の型, 6-8 焼台 SCALE l :1



第i2図版 工房址および周辺の溝より出土した戸車の素焼型と製品

12

|.1寸 4分の戸車の型,2.1寸 8分の戸車の型,3～ 5.戸車



第i3図版 工房址およびその付近より出土した砲弾(土丸)

13

|。 3.白釉の砲弾,2.鉄釉の砲弾 SCALE l :2



第14図版 工房址およびその付近より出土した窯道具各種

!4

|.十字形焼台,2.3.載頂円錐形の焼台,4.5.棒状焼台,6.砲弾用の焼台



第i5図版 工房址およびその付近より出土した型おこしの手塩皿

15

|.「西山」の文字入り(素焼),2.桜花文,3.桔梗文(裏面に○印あり) SCALE l :1



第!6図版 工房址およびその付近より出土した型おこしの皿各種

|.鉄釉長皿,2.松竹梅文小形長皿,3.4.手塩皿,5。「仙山」の文字入 り小形丸皿 ,

7.手塩皿破片 (こ の 1片は山形県尾花沢市の上ノ畑焼と考えられる。)

SCALE l:2(1),1:1(2～ 7)

6.木瓜文の小形丸皿 ,

:6



第17図版 工房址およびその付近より出土した型おこしの丸皿各種

17

|.笹文丸皿, 2.菊形白磁 丸皿 , 3 輪花 白磁 丸皿 SCALE 2i3



第18図版 工房址およびその付近より出土した飯茶碗各種

1 笹に蝙蝠文,23
5.6 白磁 (半焼成 ).

縦縞に蝙蝠文,4 紅縁白磁 (半焼成 ),
7ヽ 9 山水文

18

SCAL巨 2i3



第19図版 工房址およびその付近より出土した各種磁器

|

4

「両替店所 Jの 丸小皿,2「万延二歳 Jの年号入りの飯碗 ,

5手づくねの茶碗断片,6「 音次郎 J名 入り香合の蓋,7

3「柳 IJの湯呑,反対側には「イトJの 記号あ り,

戯画のある火入破片

19

SCAL巨  1 :1



第20図版 工房址およびその付近より出土した鉢と皿各種

20

|～ 4.浅鉢, 5 山水文の紅縁輪花皿破片, 6 同破片



第21図版 工房址およびその付近より出土した徳利各種

!～ 3.徳禾1, 4.5.ら っきよう徳利破片, 6.鉄釉人形徳禾」,
10,H.鉄 釉掛けわけの爛徳利破片 (実大 )

SCALE l:2, イ旦し10～ 12は 1:1
7.お神酒徳利(素焼),8.9.爛徳利 ,

2:



第22図版 工房址 およびその付近より出土 した磁器各種

1 鉄釉の紅皿 ,
6.磁器硯破片 ,

２

　

７

白磁の紅皿,3 白磁の盃,4 鉄釉の燈明皿 ,

大根おろし破片

22

5.白磁のボタン, SCALE l:1



第23図版 工房址 およびその付近より出土 した磁器各種

23

12.土瓶,3 鉄釉の小形深鉢,4 火鉢,5 鉄釉徳利,6 唐草文箱形磁器断片    SCALE 2:3(1,2),1:2(3～ 6)



第24図版 工房址およびその付近より出土した磁器破片

|。 鉄釉香炉砂片,2.鉄釉狛犬の頭 (?)の一部,3.鉄釉横縞文の湯呑 ,

6.手 づ くね茶碗破片,7鉄 釉手づ くね茶碗破片,8唐 草文茶碗の蓋 ,
唐草文のある破片, 12梅枝文のある破片, 15,花文のある蓋の破片 ,

4蓋破片,5。 いっちん掛け土瓶破片, SCALE 2:3
9紅縁唐草文輪花皿破片, 10日 1314
16紅縁八罫文のある皿破片

24



第25図版 工房址付近より出土した摺鉢破片

25

|.2.白磁の摺鉢破片,3.鉄釉の磁器摺鉢破片,4.黒釉の磁器摺鉢破片,5.鉄釉の摺鉢破片 (陶器)   SCALE l:2



第26図版 切込窯址の位置
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第27図版 切込西山磁器工房址付近実測図

SCALE?h

西

址

山
′゙
ぐ

露」

llll「
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第28図版 切込西山工房址実測図
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第29図版 工房址出土の回クロ用具 および砲弾実測図

◎側

∪b

鶯
Ｑ

!.松茸お多福指貫

2.白磁指貫

3.「大衡良治」銘軸受

4.軸受

5戸車

D-4区 出土
C-4区床面直上出土
C-6区 出土

C-6区床面直上出土
D-6区 出土

6.戸 車

7.軸受

8.「長谷川持用」削台

9.多k矛由召包]単

10.白 釉砲弾

A-6区 出土
B-4区 出土
D-4区 出土
A-3区 出土
A-5区 出土

29

SCALE 2:3



第30図版 工房址およびその付近出土の素焼型と窯道具実測図

ヽ

Ｌ 　ヽ　　ノ

一寸

パ
レ

′

　

　

　

　

　

　

　

承

　

　

　

　

　

　

　

＼

4a
8

|.戸車の 1寸 8分型
2.戸車の 1寸 4分型
3.胡蝶文手塩皿の男型

4.手塩皿の女型

5.紅皿の男型

6。 焼台

工房付近出土

工房付近出土

A-5区 出土
B-3区 出土
C-6区 出土
B-1区 出土

7.焼台

8.焼台

9.焼台

10.焼台

日.焼台

D-3区 出土
B-1区 出土
工房付近出土

D-4区 出土
D-4区 出土

Ｐ
‐

ｂ

G

釜
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SCAL巨 2:3



第31図版 工房址およびその付近より出土した飯茶碗実測図

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

、

‐

ヽ

ヽ

、

|.縦縞 に蝙蝠文の飯 茶碗

2.            ″

3.            ″

4.            ″

5.             ″

6.            ″

7.             ″

8.            ″

D-4区 出土
D-4区 出土
B-6区 出土
工房付近出土

B-6区 出土
A-5区 出土
D-4区 出土
B-6区 出土

9.縦縞に蝙蝠文の飯茶碗

10.     ″
||.            〃

12.     〃

13.     ″

14.        ″

15.     ″

16.     ″

工房付近出土

D-4区 出土
A-6区 出土
A-6区 出土
D-6区 出土
A-6区 出土
A-4区 出土
D-4区 出土

ト

SCAL巨 2:3
17.縦縞に蝙蝠文の飯茶碗 A-6区 出土
18.    ″     D-4区 出土

19.    ″     B-6区 出土

20.    ″     B_6区 出土

21.    ″    ェ房付近出土
22.    ″     A-5区 出土

31



第32図版 工房址およびその付近より出土した飯茶碗実測図

■

ニ

げ

■
７

/ツ

1縦縞に蝙蝠文の飯茶碗   D-4区 出土
2     ″      A-6区 出土

3山 水文の飯茶碗 C-6区 床面直上出土
4縦縞に蝙蝠文の飯茶碗  A-1区 出土
5     ″      A-6区 出土

6     ″      B-1区 出土

7     ″      D-4区 出土

8笹文に蝙蝠文の飯茶碗  工房付近出土
9縦縞に蝙蝠文の飯茶碗  A-6区 出土

10縦縞に蝙蝠文の飯茶碗 工房付近出土
||      ″      A-5区 出土

12     ″      A-6区 出土

i3     〃      B_6区 出土

14     ″      B_6区 出土

15       ″     C-6区 床面直上出土
16     ″     A-6区 出土
17     ″      D-4区 出土

18     ″      A-6区 出士

19縦縞 に蝙蝠文の飯 茶碗
20          ′′

21      ′′

22          ′′

23          ′′

24          ′′

25          ′′

SCALE 2:3
A-5区 出土
B-1区 出士
D-6区 出土
B-6区 出土
D-4区 出士
D-6区 出士
B-6区 出士
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第33図版 工房址およびその付近より出土した茶碗類の実測図

|.「柳」「今」E口の場呑茶碗

2.人物画の茶碗

3.瑠璃の場呑茶碗

4.花文のある茶碗の蓋

5.瑠璃の湯呑茶碗

6.場呑茶碗

7.飯茶碗

工房付近出土

工房付近出土

D-6区 出士
B-6区 出土
工房付近出土

工房付近出土

A-5区 出土

8.唐草文の茶碗の蓋

9.小形飯茶碗

10.内面に文様のある湯呑み茶碗

‖.瑠璃の湯呑茶碗

12.白 磁の飯茶碗

13.I留璃の湯呑茶碗

14.紅縁の飯茶碗 (無釉 )

A-5区 出土
D-4区 出土
A-5区 出土

A-6区 出土

A-5区 出土

33

SCAL巨 2:3



第34図版 工房址より出土した笹文玉縁皿実測図

嗜
肝
下
了

Ｑ

|.笹文玉縁皿 D-6区 出土
2. 〃   A-6区 出土
3. 〃   A-6区 出土

4.笹文玉縁皿

5.     〃

6。     〃

A-6区 出土
A-5区 出土
A-6区 出土

34

SCAL巨 2:3



第35図版 工房址より出土 した笹文玉縁皿実測図

①

φ
°
O  ①

０
　

イ

|.笹文玉縁皿 A-6区 出土
2. 〃   C-6区 出土
3. 〃   D-6区 出土

4.笹文玉縁皿  D-4区 出土
5. 〃   A-6区 出土

6. 〃   A-6区 出土

35

SCALE 2:3



第36図版 工房址より出土した笹文玉縁皿実測図

③

③

　

　

一
・

①

|.笹文玉縁皿

2.     〃

3.     〃

4.     〃

D-6区 出土
A-6区 出土
B-6区 出土
A-6区 出土

5。 笹文玉縁皿

6.     〃

7.     〃

A-6区 出土
A-6区 出土
A-5区 出土

36

SCAL巨 2:3



第37図版 工房址およびその付近より出土した皿類各種実測図

4b ::::,ラ

フ

ア

|.手塩皿破片

2.木瓜文手塩皿破片

3.蛤唐草文長皿破片

4.「仙山」名の手塩皿

5.花文の手塩皿

6.唐草文丸皿

7.輪花丸皿

8.丸皿

A-3区 出土
工房付近出土

A-1区 出土
C-3区 出土
D-3区 出土
D-3区 出土
工房付近出土

D-4区 出土

9.丸皿

10.丸皿 (無釉 )

日.丸皿 (無 釉 )

12.丸皿 (無釉 )

13.丸皿

14.丸皿

15.丸皿

16.輪花丸皿

C-3区 出土
D-4区 出土
D-6区 出土
A-5区 出土
D-4区 出土
D-4区 出土
B-6区 出土
D-4区 出土
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第38図版 工房址およびその付近より出土した土瓶その他実測図

や ｀

!。 自磁 盃

2.  ″

3.  ″

4.白磁 ボ タン

5.鉄釉豆甕

6.御神酒徳利
7.鉄釉茶 こぼ し

8.「音次郎」の名入

9.自 磁紅皿

A-1区 出土
C-5区 床面直上 出土
A-1区 出土
A-5区 出土

C-6区 床面直上 出土
工房付近 出土

A-5区 出土
りの香合の蓋  A-6区 出土
C-4区 床面直上 出土

!0.鉄釉燈明皿

l!.  ″

i2.土瓶

13.蝙 蝠 文 の 土瓶 の蓋

!4.鉄釉 の 土瓶 の蓋

15    ″
16.    ″

17菊花 文 の 土瓶
18.白磁 士瓶

A-5区 出土
B-6区 出土
D-4区 出土
B-1区 出土
B-1区 出土
D-3区 出土
F-6区 出土
工房付近 出土

A-5区 出土

F
○ 。

ト
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SCALE 2:3



第39図版 工房址およびその付近より出土した壺各種実測図

`⌒

(ヽへ

|ヽ

|.口 頸部に蛤唐草文のある徳利

2.御神酒徳利 (素焼 )

3.鉄釉の油壺

4.三階松文の徳利

B-3区 出土
A-5区 出土
B-6区 出土
C-6区 出土

5.菊花文の徳利

6.蛤唐草文らっきよ

7山水文の爛徳利

工房付近出土

う徳利 工房付近出土
工房付近出土
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第40図版 工房址より出土した浅鉢ヮ香炉ヮ徳利実測図

3

|。 山水文浅鉢

2.見込み自帆の浅鉢

3.唐草文の香炉

4.爛徳利

5.鉄 釉徳利

A-6区 出土
A-5区 出土
A-5区 出土
C-6区 出土
A-5区出土
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第41図版 工房址より出土した火鉢実測図 (A6区出土)

4:
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第42図版 工房址およびその付近より出土した三彩と摺鉢実測図

|.三彩口辺部破片

2.三彩底部破片

3.鉄釉磁器大摺鉢

工房付近 出土

B-1区 出土
D-4区 出土
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付表 1白磁および呉須文様の磁器

製
作
法

Ａ

ｌ

ｂ

・Ａ
Ｔ
Ｉ
‐
ａ

Ａ

１

１

Ａ

１

２

Ａ

１

３

Ａ

１

４

Ａ

１

５

Ａ

１

６

Ｂ

ｌ

ｂ

（Ｈ
Ｔ
Ｉ
，
ａ

Ｂ

１

１

Ｂ

１

２

Ｂ

１

３

Ｂ

１

４

Ｂ

１

５

Ｂ

１

６

Ｃ

１

３

Ｃ

１

４

Ｃ

１

５

Ｃ

１

６

Ｄ

１

３

Ｄ

１

４

Ｄ

１

５

Ｄ

１

６

Ｅ

１

６

Ｆ

１

６

Ｈ

１

１
計

角

皿

手
　
塩
　
皿

桜  花 型 1 1 1 1

西  山 型 1 1 1 1 1 1 1

メ、くら雀 型

その他 型 1 1 1 1 1 1

皿長 型 1 l

皿

玉 縁 皿 型 1 1 1

花
△
田 型 1 1 1 1 1 1 1ズ 1

小 型 丸 皿 型

皿紅 型 2 1 1 1 21(2

茶

碗

飯
　
茶
　
碗

蝙  蝠 ロ 1 2 1 7 1 5011

山 水 ロ 1
1

(1)
1
l

(1)
1 1 1

白 磁 ロ 1 1 1 1 1 1 2〈 1)

その他 ロ 1 1 1 1 2 1 1 1

特殊形態 手 1 1

呑湯 ロ 1 1 1 3 1 1

飯 茶 碗 の 蓋 ロ 1 1

士亜

爛
徳
利

基部有文 ロ 1 1 3 1

同無文 ロ 1 1 l 1

禾1徳 紐 1 1 1 1 1

らっきょう 紐 1 ] 1

※ 土    瓶 口
型

1 1 5 l 1 1 1 1

鉢i夫 ロ 1 1 1

※ 片    口 ロ 1

鉢火 紐 1

※ 香   炉 型

※ 水   滴 型 1

車一月 型 1 1 1 1 1 1

盃 ロ 1 1 1 1 2 1

徒, ネ申 '西 従: 禾1 ロ 1 1 5

ンタポ ? 1 1

※ 油   壷 ロ l 1

無
　̈
釉

皿 型 1
1

(1)
2

碗茶 ロ 1 1

※
ロ
ク
ロ
用
具

貫
ヒ
日 手 1 1

受
占
口 ? 1 1

紐 1 1

合 計 429
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鉄釉,瑠璃,三彩の磁器および窯道具ヮ素焼型

※鉄 釉 徳 利

※鉄 米山 土 瓶

※鉄 米山 香 炉

鉄 Tlll 油 壷

鉄 矛11茶 こ |ま し

鉄 llllこ ね 鉢

鉄和hびんだ らい

鉄 釉 仏 飯 器

※瑠 璃 飯 茶 碗

※瑠 璃 徳 利

※三 彩 湯 呑

付表 2

窯 道 具

素
　
焼
　
型

手 塩 皿 型 1 1

戸 車 型

二L)紙 口 型 1 1

水 滴 型

百+10
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素 焼 付表 3

製
作
法

Ａ

ｌ

ｂ

Ａ

Ｉ

五

Ａ

１

１

Ａ

１

２

Ａ

１

３

Ａ

１

４

Ａ

１

５

Ａ

１

６

Ｂ

ｌ

ｂ

Ｂ

ｌ

ａ

Ｂ

１

１

Ｂ

１

２

Ｂ

１

３

Ｂ

１

４

Ｂ

１

５

Ｂ

１

６

Ｃ

１

３

Ｃ

１

４

Ｃ

１

５

Ｃ

１

６

Ｄ

１

３

Ｄ

１

４

Ｄ

１

５

Ｄ

１

６

Ｅ

１

６

Ｆ

１

６

Ｈ

１

１
計

角
　
皿

手 塩 皿 型 5 ‐８
０

長 皿 型 1 1 1

丸
　
皿

玉 縁 皿 型 2 1 9

へ
田 花 型

燈  明 皿 型 1

茶
　
碗

飯 茶 碗 ロ 6 1 1 5 1 1

44

(1)

湯 呑 ロ 5 1 1

茶 碗 の 蓋 ロ

士Ｔ

爛 徳 利 ロ 1 1 1 1

徳
壬
Ｔ 紐 1 1 1 1

土 瓶
口

型
1 1 1 1

i浅 鉢 ロ 1 6

火 鉢 紐 1 l

盃 ロ 1

”
勿
３ 紺l 1 1

仏
口
諄飯 ロ 1

招 f本 細た

f本ね 紐 1 1 1 1 1

薔+246

注 (1)※ 以外は底部数をもって個体数とした。※は破片で認識できる個体数を算出した。

(2)( )数値は,工房床面直上の個体数を示 し,それは全体の個体数に含まれている。

(3)製作法における記載は以下の事を示す。

型づ くり……………型

ロクロァヽιバき…………・ロ

ロクロ粘土紐………紐

手づくね……………手
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